
問合せ先：システム企画事務室（内線４４５４） 

2010 年 3 月 9 日 

情報基盤本部 

パソコンを廃棄する際の、情報漏洩対策は万全ですか？ 

 廃棄しようと思っているパソコンで学生の成績や学生相談、研究用データ、入試問題の作成等の

機密情報を扱いましたか？ もし、外部に漏れてはいけない情報を扱っている場合は、データを完

全に消去してから廃棄してください。 

 

 情報基盤本部では、情報漏洩防止策としてハードディスクやフロッピーディスク、ビデオテープ

や磁気テープ等の磁気媒体の記録情報を完全に消去する装置を導入しました。 

 パソコンやサーバを廃棄する際に、データ消去ソフトウェアでディスク上のデータを復元不能に

したり、ディスクを物理的に破壊していただいた作業を、わずか 15 秒で実現可能となりました。 

 ソフトウェアでは消去不可能な故障ハードディスクでも、この装置なら消去可能です。 

 外部に公開できない映像などが記録されたビデオテープや録音テープ等も同様に 15 秒程度で消

去可能です。 

 

注意事項 

１．ハードディスクは制御信号（サーボ信号）を含めて一切の情報が消去されますので、消去

処理後はパーティション作成やフォーマット処理等による再使用は出来ません。 

 したがって、リース品、レンタル品のような「初期状態に戻して返却する」義務がある 

ような機器には使用することは出来ません。使用不能にして返却することが特別に許可さ

れている機器以外は賃借物には使用しないでください。 

２．フロッピーディスクや磁気テープには再使用不可能な製品もあります。消去処理後はフォ

ーマット処理しても使用出来ない場合もありますのでご注意ください。 

３．USB メモリ、SD メモリ、メモリーカード、MO（光磁気ディスク）、CD、DVD、SSD、

携帯電話等は消去処理出来ません。 

 

この消去装置を使用するには「機器備品廃棄申請書（申請部署の押印済）」が必要です。 

機器備品廃棄申請書の申請部署 必要な押印欄 

駿河台の法学部、商学部、政治経済学部、文学

部、経営学部、情報コミュニケーション学部、

大学院、法科大学院、専門職大学院の各事務室 

分任管理責任者印 

分任管理補助者印 

担当者印 

理工学部、農学部、国際日本学部の各事務室 分任管理補助者印 

担当者印 

和泉の法学部、商学部、政治経済学部、文学部、

経営学部、情報コミュニケーション学部の各事

務室 

担当者印 

その他の課・事務室 分任管理責任者印 

分任管理補助者印 

担当者印 

以上 
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  ２０  年  月  日 

     

機器備品廃棄申請書 
 

申請部署 
分任管理責任者    印 

担当者 

分任管理補助者     印 

 

品    名 規 格 ・ 形 状 配 置 場 所 

   

備品番号 数量 単価 金額 取得年月日 

      
  年  月  日 

 理 由 

 

 

 

記 
 
 
 

入 
 
 
 

不 
 
 
 

要 

勘 定 科 目 売却・移管等相手方 売 却 金 額 処 理 日 

        月   日 

取 得 価 格 改定取得価格 前期末未償却残 前期末償却累計 

            

当期償却額 期末償却累計 期末未償却残 残 存 価 額 

            

 処 理 

 

決 済 日 決裁番号 

 
  

 

担当理事 財務部 各キャンパス課  
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